
重点目標を達成するための今年度の取組と評価基準
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評
語

取組に関する指標
（可能な限り数値で）

1
知

（
確
か
な
学
力

）

個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実を
図る。学習したことがよくわ
かり楽しく学習している児
童を90%以上とする。

一人一台タブレットと学習アプリ
Monoxerの活用による授業改善・
授業改革の研究に取り組む。

他分科会とも協力し学校全体で取組んだ
Ａ 児童の肯定的評価90%以上

評
語

成果指標（可能な限り数値で）

Ａ
重
点

Ｃ短期経営目標（年度末までにど
のような状態にするか）

具体的な方策

具体的な取組 成果

年間をとおして学年で取組んだ

学年で協力・連携して取組んだ
B 児童の肯定的評価85%以上

十分な取組ができなかった

学習におけるICT機器・学習アプリ
の活用、学習状況の把握と適切な
指導・支援を行う。

学年で適切な指導・支援を共有した
C 児童の肯定的評価80%以上

学習アプリを効果的に活用した

ICT機器を効果的に活用した
D 児童の肯定的評価75%以上

十分な取組ができなかった

2
徳

（
豊
か
な
人
間
性

）

自信のあるところとないとこ
ろを含め、自分自身にだい
たい満足している児童を
８０％以上とする。

良さに【気付く・見付ける・感じる】そ
して【伝える・認める・褒める】取組
を年間をとおして、児童の自己評価
を育て高める。

児童とともに日常的に取組んだ
Ａ
児童の肯定的評価８０%以上
かつ６年生７０％以上

発達段階の理解、自己評価についての啓
蒙、自己評価を高める具体的な事例など、
学校だよりや学年・学級だより、ホーム
ページなどあらゆる手段を使って家庭・地
域と共有する。

学級だよりや面談を活用して取組んだ

学年だよりを活用して取組んだ
D

自分を大切にする児童を
９０%以上，友達を大切にす
る児童を９５%以上とする。

互いを知り尊重し合うためのコミュ
ニケーションや対話のスキルや能力
を向上させる。

日常の授業や活動に取り入れて実施した
Ａ 自分90％以上，友達95％以上

いじめ防止標語・ポスター作成、あ
いさつ運動などの児童活動を行い、
いじめ防止を常に児童に意識付け
る。

アンケートや発生事案に100%対応した

アンケートや発生事案に未対応があった
B’ 自分８０％以上，友達８５％以上

日常的に意識して取組んだ

学年で取組の仕方を共有した
B 児童の肯定的評価８０%以上

十分な取組ができなかった

学校だより・ホームページを活用して取組んだ
C 児童の肯定的評価７５％以上

児童の肯定的評価７０％以上
十分な取組ができなかった

計画の未実施があった

各児童の道徳振り返りシート等を用いて
学習状況や道徳性に係る成長の様子を捉
え、適切な評価と指導を重ねることにより
児童の自尊感情を高める。

必要に応じて家庭と連携して取組んだ
C 自分７５％以上，友達８5％以上

SST等の取組を年３回以上行った

SST等の取組を行った
A' 自分８５％以上，友達９０％以上

十分な取組ができなかった
他教員と協同して100%対応した。常にいじめ防止を意識して取組んだ

B 自分8０％以上，友達９0％以上

日常的に個に応じた指導を行った

振り返りを活用して取組んだ
D 自分７５％未満，友達８5％未満

十分な取組ができなかった

3
体

（
健
康
・
体
力

）

体を動かして遊んだり運動
したりすることは楽しい児童
を90%以上とする。

休み時間の外遊びの奨励と体育館
の開放、体力向上月間（６月，１０
月，２月）の実施。

年間をとおして動く楽しさを味わわせる工夫をした
Ａ
児童の肯定的評価90%以上
かつ「とても」が75%以上

各種の動きを補完・補強する運動遊
びの提示と取組カードを活用した取
組（特に投力向上）

取組カードを使って継続指導した

運動を提示した
D

健康に気を付けて、元気に
生活している児童を95%
以上とする。

心と体の関係についての体験的学
習の充実（保健・心と体）

年間をとおして体験学習を適宜行った
Ａ 児童の肯定的評価９５%以上

スクールカウンセラー・心の教室相
談員との連携、生活指導の情報共
有と個に応じた統一した支援を行
う。

SC等とも共有して取組んだ

休み時間の取組を行った

体力向上月間に重点的に指導した
B 児童の肯定的評価90%以上

十分な取組ができなかった

個に応じた有効な支援を行った
C 児童の肯定的評価85%以上

児童の肯定的評価80%以上
十分な取組ができなかった

学年・生活指導で共有して取組んだ

心と体の関係について指導した

ねらいに沿った体ほぐしの運動を実施した
B 児童の肯定的評価90%以上

体験的学習ができなかった

全体で統一した支援となるよう取組んだ
C 児童の肯定的評価85%以上

D 児童の肯定的評価80%以上
適切に情報共有できなかった

安全に気を付けて生活して
いる児童を95%以上、困っ
たことや悩みがあったらだ
れかに話したり相談したり
できる児童を80以上とす
る。

交通安全教室（４月），セーフティ教
室（１２月）の実施と学年に応じた指
導。

年間をとおして適切に指導した

ＳＯＳの出し方に関する教育を全学
年で発達段階に応じて系統的に実
施（特に長期休業日前）

重点時期に確実に指導した
B
安全に気を付けて９０％以上
相談できる７５％以上

学年で共有化した指導を行った
A
安全に気を付けて９５％以上
相談できる８０％以上学校安全計画に基づく指導を実施した

学校安全計画に基づく指導ができなかった
A'
安全に気を付けて９５％以上
相談できる７５％以上年間をとおして重ねて指導した

具体的なSOSの出し方を指導した

適切に指導できなかった
B'
安全に気を付けて９０％以上
相談できる７０％以上

情報モラルについて外部機関を活
用するなど全学年で生活に生きる
指導を実施（７月）

年間をとおして適切に指導した

安全に気を付けて８５％以上
相談できる６５％以上系統的な防災体験学習の実施と家

庭への啓蒙による日常的な行動の
習得（９月の土曜授業公開日に実
施）

年間をとおして適切に指導した

学年で共有化した指導を行った
C
安全に気を付けて９０％以上
相談できる６５％以上外部機関や資料を使って指導した

有効な指導ができなかった
C'

学習内容を家庭と共有した
D
安全に気を付けて８５％未満
相談できる６５％未満体験学習で効果的に指導できた

有効な指導ができなかった

5
連
携

教科指導において発達段
階や学びの連続性を踏まえ
た意図的・計画的な指導を
構築する。

連携小学校間で教科の１単位時間での学
習の進め方やノート指導等について改善
し共有、実践することによって児童が中学
での学習にスムースに取り組めるようにす
る。

小学２校で協議検討した 複数教科で統一したものを作成できた

前月の結果を次月に生かした 年３６０時間以下の教職員が７０％

早く退勤する日を決めて勤務した 年３６０時間以下の教職員が５０％

十分な取組ができなかった 年３６０時間以下の教職員が３０％

4
働
き
方

時間外勤務の上限につい
て月４５時間、年間３６０時
間とする。

庶務事務システムを活用し業務量
の適切な管理を図り、各自が自己
の月ごとの勤務時間を把握し、次月
の計画・改善に生かす。

月途中で総計を確認しながら勤務した 年３６０時間以下の教職員が９０％

小学２校で取組む体制を確立した 一教科で統一したものを作成できた

自校で改善に向けた具体を検討した 改善に向けて共通理解ができた

十分な取組ができなかった 十分な取組とならなかった
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